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Abstract  
The current study examined methods for encouraging students with disabilities to actively engage in learning 
using the “Fushizukuri Education” method. We used a musical activity named Warabeuta in this educational 
method in music classes for students with multiple disabilities at the high school level, at a special needs school 
for students with physical disabilities. We examined students’ learning and growth by focusing on musical ability 
and generic competency. 
Students enjoyed and actively engaged in Warabeuta. Based on the development of musical ability, the 
results revealed that students (1) used expanded rhythm and tones to compose short phrases, (2) changed their 
singing voice, and (3) improved their movement-based responses to the beat. Moreover, regarding the aspects 
linked with generic competency, we found that students (1) fulfilled their role of composing and singing short 
phrases in the activity, (2) paid attention to and listened carefully to other’s phrases and singing, and (3) made use 
of skills learned in the activity in everyday school life. 
We believe that several factors were involved in students’ growth: (a) Warabeuta in this educational method 
was easy to perform for students with disabilities and brought a sense of achievement; (b) students could use their 
favorite words for composing and share the phrases with others; (c) students could enjoy this simple 
improvisational activity; and (d) teachers involved with the activity were able to enhance their students’ learning 
in and out of music class.   
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痺のある児童生徒の障害特性を 3 つに分類している。第 1 が「動作の困難さがもたらす難しさ」，第 2 が
「感覚や認知がもたらす難しさ」，第 3 が「経験や体験の不足がもたらす難しさ」である（筑波大学附属桐
ヶ丘特別支援学校 2011，pp. 6-7）。『特別支援学校学習指導要領解説 総則等編（高等部）』では，知的障害
を有する児童生徒の学習特性として，「学習によって得た知識や技能が断片的になりやすく，実際の生活の
場で応用されにくい」，「成功体験が少ないことにより，主体的に活動に取り組む意欲が十分に育っていな
い」，「実際的な生活経験が不足しがちである」ことが挙げられている（文部科学省 2009，p. 411）。 
以上のことから，障害特性を踏まえた上で，生徒の自信を高めながら，主体的に学び，能力を伸ばすこ
とができるように学習活動を工夫する必要がある。山本（1973）は，子どもが主体的に行動している場面
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Ⅱ Ｘ校高等部重複障害学級（知的代替の教育課程）について 
 X 校は公立の特別支援学校（肢体不自由）である。小学部から高等部までの児童生徒が 1 つの校舎で学
んでいる。 




X 校の 1 授業時間は 45 分である。重複障害学級の児童生徒の定数は最大 3 名で，授業はティームティ
ーチングで実施される。X 校高等部重複障害学級・知的代替の教育課程では，音楽は教科別の指導で行わ




平成 30 年度，X 校の高等部重複障害学級・知的代替の教育課程の音楽科の授業は，全学年，年間指導計
画に基づく学習活動と新しく導入した「ふしづくりの教育」に基づく学習活動とで構成されている。後者
の学習活動は，第 1 学年（生徒 2 名）及び第 2 学年（生徒 2 名）が 4 月から，第 3 学年（生徒 3 名）が 6
月からの実施である。授業者は T1 が筆者，T2 や T3 は主として学級担任が担当している。授業の中では
「ふしづくりの教育」を「おとあそび」という活動名にして生徒に示し，ほぼ毎回の授業で 10 分から 15
分程度実施している。 










以下，第 2 学年及び第 1 学年の実践を取り上げ学習の経過と生徒の変容を示す。 
 
2．「おとあそび」の活動における生徒の変容－第 2 学年の実践の検討－ 
高等部第 2 学年の重複障害学級・知的代替の教育課程で学んでいる生徒は平成 30 年度当初 3 名（生徒
A，生徒 B，生徒 C）であった 1)。その後，生徒 1 名が転校し，5 月上旬から生徒 2 名（生徒 A，生徒 B）
である。生徒 C が受けた音楽科の授業は 4 月 9 日から 5 月 1 日までの計 3 回であるために，本稿では生徒
A 及び生徒 B を中心に検討する。生徒 2 名はともに肢体不自由，知的障害，視覚障害を併せ有している（表
1）。「おとあそび」について，生徒 A は平成 29 年 9 月から取り組んでいる。生徒 B は平成 30 年 4 月から
取り組んでいる。平成 30 年度，ティームティーチングで本授業に関わってきたのは教師 E，教師 F，教師
G である 2）。 
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表 2 「おとあそび」の活動内容 
日付 内容 
4 月 9 日 おへんじあそび  
4 月 10日 おへんじあそび  
5 月 1 日 おへんじあそび 
5 月 7 日 なまえよびあそび（好きな花） 
5 月 8 日 なまえよびあそび（好きな花，好きな乗り物） 
5 月 14日 なまえよびあそび（好きな花，好きな乗り物） 
5 月 15日 なまえよびあそび（好きな食べ物），リズムの学習（タンタンタンウン） 
5 月 21日 なまえよびあそび（好きな食べ物），なきまねあそび，リズムの学習（タンタンタンウン） 
5 月 22日 なきまねあそび，リズムの学習（タンタンタンウン） 
5 月 28日 なきまねあそび，リズムの学習（タンタンタンウン） 
5 月 29日 おへんじあそび，なきまねあそび 
6 月 12日 おへんじあそび 
6 月 26日 おへんじあそび 
6 月 27日 おへんじあそび，なきまねあそび，リズムの学習（タンタタタンウン） 
7 月 2 日 おへんじあそび，なまえよびあそび（好きな色），リズムの学習（タンタタタンウン） 
7 月 4 日 おへんじあそび，リズムの学習（タンタタタンウン） 
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を下線  で，音楽以外にもつながる能力や要素に関わることを波線  で示している。 
 
 















































譜例 1 ≪おへんじあそび≫の最初の部分 














生徒 A と生徒 B は指名された人の方を気にしている様子であ
った。生徒 B は指名された人の方を向くが，別の方も見ていた。 
 
生徒 B の「♪はーい♪」に対し，教師 F がすぐに褒めた。 
 
≪おへんじあそび≫の活動の間，生徒 A は裏声で優しく歌っ
















筆者：♪E さん すきなはーなはなーに♪ 
E：♪すみれ♪ 
筆者：♪A さん すきなはーなはなーに♪ 
A：♪やまぶーき♪ 
筆者：おーすごいね 
（ほぼ同時に E，F も A を褒めた） 
 
 
♪B くん すきなはーなはなーに♪ 
B：♪ひーまわり♪ 
筆者：♪ひーまわり♪ね いいね 
   （ほぼ同時に，E，F も B を褒めた） 
  
 






F：（拍手しながら生徒 B の肩に触れて）うまい 
E：（拍手しながら）うまい うまい 
筆者：うまい すごい 
F：A さんもすごいな  
（絵を指して）ここにないの言ったね 







教師 E，教師 F は拍に合わせて体を動かしていた。 
 
 




生徒 A の「♪やまぶーき♪」に対して教師 E が「うまい」，教
師 F が「おー，うまい」と褒めた。 
生徒 B は，筆者の「♪Ａさん♪」の呼びかけから生徒 A が「♪




生徒 B の「♪ひーまわり♪」に対して教師 E は「うまい」，教







































生徒 A も生徒 B も，初めの掛け合いの部分で不正確なものも含
まれるが「タンタンタンウン」の手拍子をした。 
生徒 B は 4 拍目に「はい！」と合いの手を入れていた。 
合いの手を入れる様子は 5 月 14 日の授業でも見られた。 
 
生徒 B は筆者の「♪なーに♪」に合わせて歌っていた。生徒 A
が指名されたあと，机上にある食べ物の写真の用紙を触って，
生徒Ａの方へ寄せようとする動きをした。生徒 A に絵や写真の
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生徒 B は教師 G が指名された後に，教師Ｇの方を手で指し，
そちらの方向に顔を向けた。 
 
生徒 A と生徒 B が教師 G の「♪オムライス♪」を繰り返した。 
 
生徒 B は自分が指名された後に筆者の方を向いた。 
生徒 A と生徒 B は「♪B くん すきなたべものなーに♪」に合
わせて，正確に 3 回「タンタンタンウン」の手拍子をした。 
生徒 A は生徒 B のふしを繰り返そうと口を動かした。 
 
生徒 A は「♪A さん すきなたべものなーに♪」に合わせて，





生徒 B は教師 G が指名されるとそちらの方を向た。 
生徒 A も生徒 B も裏声で「♪えーだまめ♪」と繰り返した。 










生徒 B は「♪おわりましょ♪」を地声で歌った。この部分の 4
拍目に「はい」と合いの手を入れた。 
 
教師 G は拍手をして，控えめの声で「すごい」と褒めた。 
 
















・初めは 2 音を使ってふしを返していたが，3 音を使って返すようになった（譜例 3）。 
・歌う人が誰なのかに注意し，指名された人に手振りで合図するようになった。 
・自分の手元にある絵や写真の用紙を自発的に生徒 A に見せる姿が見られた。また，生徒 A が歌った言葉
を絵の中から探し「これ！」と指さすこともあった。 
・筆者の歌に合わせて「なーに」と歌ったり，他者のふしを繰り返したりするようになった。 




ここでは，第 1 学期における生徒 A 及び生徒 B の様子と，その期間に教師たちから聴き取った内容をま
とめる。 
生徒たちは，休憩時間に自主的に≪おへんじあそび≫をすることがあった。筆者も何度か見かけ，学級
担任からもよく歌っていると聴いた。筆者が多く見かけたのは，生徒 B が呼びかけて生徒 A が返すもので
あった。生徒 A は自分から歌いかけることはないが，歌いかけられとにっこり笑って歌い返していた。 
また生徒 B は，日常生活の言葉や挨拶にふしをつけて歌うことがあった。生徒 B の学級担任の 1 人であ









3．歌唱の困難な生徒が「おとあそび」に参加するための工夫－第 1 学年での実践の検討－ 
X 校高等部の重複障害学級・知的代替の教育課程に在籍する生徒の中には，上肢を動かしにくいために
手拍子ができない生徒，発話や歌唱が困難な生徒がいる。高等部第 1 学年に在籍している生徒 D もその 1
人である 3）。 
譜例 2－1 5 月 7 日（生徒 A） 
譜例 2－3 5 月 14 日（生徒 A） 譜例 2－4 6 月 5 日（生徒 A） 
譜例 2－2 5 月 8 日（生徒 A） 
譜例 3－2 5 月 8 日（生徒 B ） 
譜例 3－3 5 月 14 日（生徒 B ） 譜例 3－4 5 月 14 日（生徒 B ） 
譜例 3－5 6 月 5 日（生徒 B） 
譜例 3－1 5 月 7 日（生徒 B） 
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第 1 学期の「おとあそび」は≪おへんじあそび≫のみであった。生徒 D は，自分の番になると音高の変
化はないが「はーい」と返すことができた。上肢の緊張が強いために「タンタンタンウン」の手拍子はで
きない。筆者は，生徒 D が声の代わりに何かの音で返すことができれば，生徒 D の学習や音楽活動の幅を
広げられるであろうと考えた。 
第 2 学期 9 月から，上から押して演奏する卓上型のベルを使用することにした。≪おへんじあそび≫で
は「はーい（ラソラ）」と返すことをすぐに理解し，筆者の呼びかけに応じてベルの音で返すことができた。
次に，使うベルを 3 音（ミソラ）にして，≪なまえよびあそび≫も行った。筆者の「すきな○○なーに」
に応じて音で返すことができた。生徒 D は，表 3 に示したもの以外にも，いろいろなもののなまえに音を
つけて，筆者に意欲的に伝えようとした。筆者が聴き取った音や音から推測したなまえが合っていれば，
嬉しそうに笑ったり，うなずいたりした。筆者の聴き取りや推測が間違っていれば，首を振ったり，コミ
ュニケーションボードの 50 音表を指さして自分が意図した音やもののなまえを伝えたりできた。 
生徒 D は卓上型のベルをタイミングよく鳴らすことが難しいために，ふしにはリズムがなく，音の羅列
になってしまう。また，生徒 D がつくるふしは，日本語のイントネーションに合うもの，合わないものが
あった。しかし，授業者（筆者及び T2）は生徒 D のふしを肯定的に受け止め，「いいね」「その音の付け方

















































1）生徒 A，生徒 B，生徒 C は別々の学級に在籍しているが，知的代替の教育課程で学んでいるため，特別
活動と自立活動の授業を除く授業を一緒に受けている。 
2）生徒 C の転校によって，授業者も 3 名から 2 名に減った。 
3）第 1 学年には知的代替の生徒が 2 名いるが，本稿では生徒 D の様子のみ取り上げている。 
4）指さすことで自分の意志を伝えるためのツールである。生徒 D のコミュニケーションボードには，ひ













践を中心として－」『日本教科教育学会 第 44 回全国大会 論文集』日本教科教育学会。 
